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人口減少下における雇用.労働政策のL課題く概要I
-すベての人が自律的に働くことができ.安心して生活できる社会を目指して-

企業行動の変化

0短期的利益重視の経営姿勢の強まり
0外部人材の活用の増加. r正社AJ比率の低下
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労働者の意馳の変化

0働くことを希望する女性の増加
0依然としてr正杜見Jを希望する者が多い.多様な舶き方ヘの希堂
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すべての人々が高い意欲と能力を持って様々な就業機
会へ挑戟できるための支援

.若者.女性.高齢者をはじめ人々のライフステ二ジの各段階に応じた
就菓織会の拡大く就業を重視した政策の展開1

.各世代の特性に応じた効果的な織業能力の甲町向上の推進

.地域にかかわりなく就菓し...能カを尭揮できるための雇用創出し人材育成
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労働者の意欲と能力が
十分に活かされない現状

Or正社旦J以外の働き方を選択した確合の
尾用の不安定化

0能力蘭発機会の減少 .
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すべての人が.
0意欲と能力を発揮できる就業機会
を持つ

0能力を高める機会を持つ
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0安心一公正に触ける
0労働以外の生活も充実できる
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適切な
軽済政策
の運営

人材の確保ー育成の推進

-性.年齢などにかかわりなく,人々を藩欲と能力に応じて処遇し.人材と
し七青成する取組の推進
.産業の高付加噂催化に貢献できる人材や.高齢化が-層進行する中で
必要なサ-ビスを提供する人材の確保一育成に向けた取組ヘの支援
l希望すれば非正社見から正社鼻への移行が可能となるための環境整備
lこ育卦介護や社牟活動等に柔軟に対応することを可能とするための働き方
ol見直し

IEP小企業等における技舵推承等ぺの支援. -.

労働者が安心.公正に働くことができるルール.システムの整備
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